
 

【別紙報告書１－１】 

新しい中学校づくり準備委員会 第１回 総務部会 協議結果報告書 

 

 

 

 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年７月２１日（木） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１２名出席  ３名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

■事務局紹介及び部会員自己紹介 

■これまでの経過状況報告 

 ・長洲町立中学校統合整備計画の策定について 

 ・新しい中学校づくり準備委員会の設立について 

 ・統合までのスケジュール（案）について 

 

【協議事項】 

 １ 総務部会の協議事項の確認及び協議 

   ①総務部会の協議項目について 

      ・校名・校章・校歌について   ・通学路の安全対策について 

      ・制服・カバン・体操服について ・部活動について ・その他 

【説明内容】 

 １ 総務部会の協議事項の確認及び協議 

   ・決定項目が多岐にわたるのでスケジュールに沿って進めていきたい。 

   ・検討・協議・決定事項はすべて「新しい中学校づくり準備委員会」へ報告。 

   ・今後、検討・協議を行うにあたりどういった進め方がよろしいのか皆様の考 

え、アイディアをお聞きしたい。会議は月２回程度開催したい。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

・項目が多岐にわたるので、すべてを一から検討となると時間が足りないので

はないか。事務局より複数の案を提示してもらい検討したらどうか。 

   ・どの項目から検討を行っていくのか。 

   ・項目によっては、生徒や保護者の意見を聞きながら進めた方がいい項目もあ

るのではないか。 

   ・統合することが決定した以上、より良い学校にするための意見を出し合う。 

 ≪結論≫ 

   ・今後、検討事項に対し事務局で複数の案を示し検討、協議していく。 

   ・総務部会は当面、毎月第１、３火曜日の午後７時～開催する。 

その他 

第２回総務部会について 

日時：令和４年８月２日（火）午後７時～ 

協議事項：①統合校の校名の選定・決定方法について ②通学路の安全対策について 



 

【別紙報告書１－２】 

新しい中学校づくり準備委員会 第２回 総務部会 協議結果報告書  

 

 

 

 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年８月２日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１１名出席  ４名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 新しい中学校の校名の選定・決定方法（案）について 

 ２ 新しい中学校の通学路（案）・安全対策（案）について 

【説明内容】 

 １ 新しい中学校の校名選定・決定方法（案）について 

   ・前回の会議で事務局案を示し、進めていくとしておりましたので、事務局より 

３つの案を提示する。 

   ・示した案で選定する場合の検討事項についても協議をお願いする。 

   ・決定方法については、複数候補案より総務部会で１つ若しくは複数選定する。 

 ２ 新しい中学校の通学路（案）・安全対策（案）について 

   ・現在の長洲中校区からの新しい通学路（案）となる主要５ルートを示し、各ル

ートごとの想定する安全対策について説明。 

   ・押しボタン式信号機の設置要望、転落防止柵の設置、自転車通行帯の拡張等 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

 １ 新しい中学校の校名の選定・決定方法（案）について 

・この部会委員だけで出し合って報告する案とするのは難しい。 

   ・子供たちの意見や考えも取り入れて検討したい。 

   ・公募した場合、一番多い名前以外を選ぶことができるのか。 

   ・応募箱は学校にも設置し、児童生徒も参加しやすい形でお願いする。 

   ・学校で強制的に応募させるものではない。 

 ２ 新しい中学校の通学路（案）・安全対策（案）について 

   ・説明箇所以外にも暗い場所はある。防犯灯はもう少し検討してほしい。 

   ・登校時の方向しか検討されていないのではないか、下校時の検討も必要。 

   ・通学路の安全対策は全保護者が心配している。確実な安全対策が必要。 

 ≪結論≫ 

   ・校名は一般公募で案を募り、選定していく。 

   ・通学路の安全対策については次回以降も検討する。 

その他 

第３回総務部会について 

日時：令和４年８月１７日（水）午後７時～ 

協議事項：①校歌の作成方法 ②校章の作成方法 ③制服等について 



 

【別紙報告書１－３】 

新しい中学校づくり準備委員会 第３回 総務部会 協議結果報告書 

 

 

 

 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年８月１７日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１２名出席  ３名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 校歌の作成方法について 

 ２ 校章の作成方法について 

 ３ 制服等について 

【説明内容】 

 １ 校歌の作成方法について 

   ・事務局より校歌の概念や現在の両中学校の校訓、校歌を示し、作成方法として 

６つの案を提示。事務局提案以外に良いご意見や提案はないか検討。 

   ・今回は事務局案の提示及びその説明とし、検討の時間が必要と思うので次回

以降に引き続き検討する。新制服を導入した場合のスケジュール説明。 

 ２ 校章の作成方法について 

   ・校歌と同様に事務局案を提示し、説明。次回以降に引き続き検討する。 

 ３ 制服等について 

   ・事務局より３つの案を提示し説明。併せて、制服等の導入時期についても３つ

の案を示し説明。今回で結論付けるではなく、次回以降引き続き検討する。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

 １ 校歌の作成方法について 

・もし校名が現在のどちらかの校名となった場合はそのまま使用してはどうか。 

 ２ 校章の作成方法について ※特になし（説明のみの為）  

 ３ 制服等について 

   ・統合や新制服へ切り替える際に自治体が補助しているところもある。 

   ・ユニクロなどの低価格な市販品を制服とすることも可能なのか。 

   ・役場職員が着用している夏季ポロシャツでもいいのではないかと思う。 

   ・詰襟、セーラーは高い、また今からの時代を考えるとブレザー系がよい。 

   ・導入時期によっては保護者負担が大きくなる事があるのでよく検討すべき。 

≪結論≫ 

   ・今回の３案件については次回以降引き続き協議、検討する。 

その他 

第４回総務部会について 

日時：令和４年９月６日（火）午後７時～ ※台風接近の為９月２０日（火）に延期 

協議事項：①校名について ②校歌について ③校章について ④制服等について 



 

【別紙報告書１－４】 

新しい中学校づくり準備委員会 第４回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年９月２０日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１４名出席  １名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 校名について 

 ２ 校歌の作成方法について 

 ３ 校章の作成方法について 

 ４ 制服等について 

【説明内容】 

 １ 校名について 

   ・一般公募集計表を配布し説明。 

   ・今回の結果を踏まえて、次回の会議時に準備委員会へ報告する案の取り纏め 

をお願いしたい。今回で結論は必要としない。 

 ２ 校歌の作成方法について 

   ・前回の会議時の事務局案について委員皆様のご意見、提案をお願いしたい。 

 ３ 校章の作成方法について 

   ・前回の会議時の事務局案について委員皆様のご意見、提案をお願いしたい。 

 ４ 制服等について 

   ・中学生へのアンケート結果を配布、説明し、意見集約をお願いする。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

 １ 校名について 

   ・総務部会から準備委員会へ報告する選定案をいくつにするか。 

   ・一般公募結果を部会報告としてもいいのではないか。 

   ・準備委員会も多数の案が報告されても大変である。この部会の中である程度 

に絞って報告するべきではないか。 

 ２ 校歌の作成方法について 

・現在の校歌が作成された経緯は。 

・町は校歌作成に対して予算をどれくらい考えているのか。 

・専門家や有名人に依頼する場合の費用はどれくらいかかるのか。 

・歌詞には校名などが必要となるのでは。校名が決まらないと依頼もできない。 

・現在の両校の音楽の教員で作成は可能なのか。 

 ３ 校章の作成方法について 

   ・校歌同様に町の予算措置はどうなのか。 

   ・地域の人、大学、専門家等の中でも「誰に」をどうやって決めるのか。 

   ・校歌と同様に校名が決まってからでないと進まないのではないか。 

 ４ 制服等について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・生徒のアンケート結果をみると詰襟、セーラー服の希望が多い学校もある。 

   ・小学生やその保護者にもアンケートを実施してみてはどうか。 

   ・生徒たちの多様性に対応するジェンダーフリーな制服が今後は必要。 

   ・導入時期は保護者負担を考え、既存の制服はそのまま使用したほうがよい。 

≪結論≫ 

 １ 校名について 

   ・次回の会議で準備委員会への報告案を取り纏める。 

   ・報告案は３案程度を目途に選定する。 

 ２ 校歌の作成方法について 

   ・校歌については校名が決定してから再度協議を開始する。 

 ３ 校章の作成方法について 

   ・校章については校名が決定してから再度協議を開始する。 

 ４ 制服等について 

   ・今後の生徒の多様性に対応できるようにブレザータイプの制服とする。 

   ・導入時期については次回引き続き検討する。 



 

【別紙報告書１－５】 

新しい中学校づくり準備委員会 第５回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年９月２７日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１４名出席  １名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 校名の選考について 

 ２ 制服等の導入時期等について 

 ３ 制服等の取扱い業者の説明について 

【説明内容】 

 １ 校名の選考について 

   ・前回配布した集計表を基に検討をお願いする。委員を２グループに分けグル 

ープそれぞれで３案選定して頂きたい。 

 ２ 制服等の導入時期等について 

   ・前回の会議時においてブレザータイプの制服とすることとなったが、その導 

入時期について大まかな３案について検討、協議をお願いしたい。 

 ３ 制服等の取扱い業者の説明について 

   ・制服を製造する会社は数社ある。（会社概要説明） 

まずはそれぞれの会社が持つ素材や価格について業者から部会委員の皆様に 

説明する時間を作りたい。数回に分けてその時間を部会の中で確保させて頂 

きたい。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

 １ 校名について 

   ・グループにおいてそれぞれ３案を選定した。 

    （Ａグループ）①長洲 ②長栄 ③長洲四ツ葉 

    （Ｂグループ）①ながす ②姫ケ浦 ③ながす未来 

   ・「長洲」と「ながす」は同じ読みなのでどちらか一つでいいのではないか。 

    読み方、書き方ともに間違いのない平仮名の「ながす」が良いと思う。 

   ・「長洲」と「ながす」では応募された方のそれぞれの思いが違う。別物。 

   ・「姫ケ浦」は元から長洲在住の人にはなじみのある地名ではあるが、転入者や 

他の市町村の方からみればどこの「町」の学校かわからないのではないか。 

   ・統合を契機に「長洲」や「腹栄」にとらわれない名称もいいのではないか。 

   ・この統合する中学校に通うのは町内４つの小学生という発想はいいと思う。 

   ・みらいに羽ばたく生徒達をイメージする校名である。 

 ２ 制服等の導入時期等について 

・令和６年の新入生については統一して新制服としたほうがよい。 

・２年生、３年生については子供たちが新しい制服を着たいとなったときに着 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用不可とすることは親としてできない。新中学校の生徒である以上着る権利 

はある。 

・カバンやスリッパ、体操服などはどうするのか。 

 ３ 制服等の取扱い業者の説明について 

   ・販売店によって値段が違う。 

   ・製造はこの中で１社となるのか。 

   ・荒尾３中が制服を変更と聞いているがそのメーカーは。 

   ・ユニクロなどはどうか。 

≪結論≫ 

 １ 校名について 

   ・総務部会の選定案として以下の４案を準備委員会に報告する。 

①長洲 ②ながす ③姫ケ浦 ④長洲四ツ葉 とする。 

 ２ 制服等の導入時期等について 

   ・新一年生は新制服で統一する。おさがりは使用しない。 

   ・２年生・３年生は原則既存の両中学校の制服とするが希望者は新制服着用可。 

 ３ 制服等の取扱い業者の説明について 

   ・今後の部会で業者から直接説明する機会を設ける。 

その他 

第６回総務部会について 

日時：令和４年１０月１１日（火）午後７時～  

協議事項：①制服業者からの説明 ②校歌・校章の作成における情報提供について 



 

【別紙報告書１－６】 

新しい中学校づくり準備委員会 第６回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年１０月２５日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１２名出席  ３名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】新制服の検討について 

 １ 制服等取扱業者説明会 

  ・制服取扱業者２社（菅公学生服株式会社、株式会社ジャクエツ）より新制服導入

に向けての説明。（説明内容については省略） 

①菅公学生服株式会社 19：15～19：55 

   ②株式会社ジャクエツ 20：00～20：40 

  ・業者選定の流れについて 

制服業者の選定については、まずは一度、５社の説明を聞いていただいて、その

後、改めてプレゼンテーションを行ってもらい採用する業者を絞り込んでいく

という作業になると思われる。 

２ その他 

   ・通学路の想定される５ルートについて、現況の確認をお願いしたい。 

   ・都合がつく方は事務局とともに、ルートの説明や危険個所等の確認を行いつ

つ５つのルートを周りたいと考えている。 

   ※実施日１１月２日（水）、１１月６日（日）、１１月１０日（木） 

 

【委員からの質疑等】 

 ≪質問・意見等≫ 

 ①官公学生服株式会社の説明に対しての質疑等 

Ｑ 体操服は数年使っていると汗などによるシミが目立ってくるという話をよく

耳にするが素材としてはどうなのか。 

Ａ 体操服はポリエステルを使った製品なので、汚れに強い製品となっている。

ただ、皮脂による汚れは、通常の洗濯では落ちにくいため、40℃以上のお湯

につける等のケアが必要になる。 

Ｑ スカートのプリーツはお手入れが大変なので、プリーツ数が少ない物や、キュ

ロットタイプのような製品もあるのか。 

Ａ 官公学生服の定番にキュロットはないが、対応することは可能である。また、

スカートのプリーツ数については 18本、24本が定番となっているが、少なく

した制服を作ることも可能である。特殊な加工を行い製造しているので、プリ

ーツの形状が崩れにくい製品にはなっている。 

②株式会社ジャクエツの説明に対しての質疑等 

Ｑ スカートはオールシーズンなのか、それとも夏用、冬用の区別があるのか。 

また、制服のデザインは、今回提示いただいたもの以外にもあるのか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ スカートはオールシーズンの製品である。デザインについては、今回提示さ

せていただいたものだけになる。 

Ｑ 刺繍等を入れる場合、金額はどうなるのか。 

Ａ 刺繍やワッペン等を入れる場合、追加料金となる。 

Ｑ 今回のサンプルは園児用だが、このデザインのまま中学生のサイズに合わせた

製品となるのか。機能的に変わったりする部分はあるか。 

Ａ サイズは中学生のサイズに合わせて、Ｓ、Ｍ、Ｌ等のサイズで作る予定である。

機能的には特段変わる部分はない。 

Ｑ スラックスのサンプルは園児用なのでウエストはゴムだと思いますが、中学生

が着用するとなった場合はどうなりますか。 

Ａ 社内的にまだ決定していない部分なので、今後検討を行う。 

  

その他 

第７回総務部会について 

日時：令和４年１１月８日（火）午後７時～  

協議事項：新制服の検討について  

制服取扱業者からの説明（２社）  



【別紙報告書１－７】 

新しい中学校づくり準備委員会 第７回 総務部会 協議結果報告書 

 

 

 

 

 

 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年１１月８日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１３名出席 ２名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】新制服の検討について 

 １ 制服等取扱い業者説明会 

  ・制服取扱業者２社（明石スクールユニフォームカンパニー、瀧本株式会社）より

新制服導入に向けての説明。（説明内容については省略） 

①明石スクールユニフォームカンパニー 19：15～19：55 

   ②瀧本株式会社            20：00～20：40 

２ その他 

 【委員からの質疑等】 

 ≪質問・意見等≫ 

 ①明石スクールユニフォームカンパニーによる説明に対しての質疑等 

 ※一問一答形式ではなく、制服サンプルを手に取りながら個別の質疑応答。 

Ｑ 金額等はどの程度になるか。 

Ａ 商品によっても、組み合わせによっても異なるので、ある程度の仕様が決ま

らないと、お伝えするのは難しい。 

 

②瀧本株式会社による説明に対しての質疑等 

Ｑ シャツの汚れ防止についてはどのような製品があるのか？ 

Ａ 袖や襟の裏などに別生地（チェック柄等）を付けて、防止と汚れを見えないよ

うにするという加工をデザインの一部として施している製品がある。 

Ｑ ジャケット等は汚れたときにすぐに水洗いなどが可能なのか？ 

Ａ ジャケット等にも防汚加工を施した製品があり、その生地を採用した制服であ

れば、シャワーなどで簡単に汚れを落とすことは可能である。 

Ｑ 製品の価格についてはどのような設定なのか？ 

Ａ 価格は製品の素材などによって違うので、金額を設定していただければ、その

金額の中で、最良な提案をしたいと考えています。 
 

その他 

第８回総務部会について 

日時：令和４年１１月２２日（火）午後７時～  

協議事項：制服取扱業者からの説明（１社） 

制服販売業者の選定について  



 

【別紙報告書１－８】 

新しい中学校づくり準備委員会 第８回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年１１月２２日（火） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１３名出席  ２名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【制服等業者説明会】 

  ・制服取扱業者１社（光多制服株式会社）より新制服導入に向けての説明。 

（説明内容については省略） 

①光多制服株式会社   19：15～19：55 

【協議事項】  

  １ 新制服等の基本方針（案）について 

  ２ 新制服等の業者選考について 

  ３ 通学路の最終決定について 

【説明内容】 

  １ 新制服等の基本方針（案）について 

    ・事務局案として「長洲町新しい中学校の制服等に関する基本方針（案）」を

示し、新制服導入については、機能的配慮、時代の変化や性への多様性への

対応、経済的負担の配慮等を踏まえ、新制服導入の検討をしていきたい。 

    ・方針案については一度持ち帰っていただき、次回、改めて協議を行いたい。 

  ２ 新制服等の業者選考について 

    ・新制服導入に向けて、今後のスケジュール（案）を示し説明。 

    ・どのような方法で業者選考を行うか協議をお願いしたい。 

・プロポーザル方式にて行うのであれば、この５社すべてに参加してもらう

か数社に絞って、参加を依頼するのか方針を決めたい。 

  ３ 通学路の最終決定について 

・先日実施した想定している通学路の巡回を実施。その際に、いただいたご

意見を基に、主要な５ルートの一部変更を説明。 

     ※ルート④加藤歯科～清源寺地区内から５０１号直進～ダイナムへ変更 

※Ⓐ６分団格納庫前から建浜農村公園への道路とⒷ役場前道路の追加 

    ・５つのルートすべてを、安全に通行できるように対策を実施していきたい。 

【説明会での質疑等】 

 ①光多制服株式会社への質疑等 

Ｑ ニット素材のブレザーと同じ素材で、スラックス等の製品もあるのか？ 

Ａ 素材については、ポリエステル 100％のニットとなります。ズボンやスカート

で使用すると摩擦に対して弱い部分があるので、ニット素材に関しては、耐

久性の面でズボンやスカートには採用せずジャケットのみのとなっている。 

Ｑ ブレザーは、ボタンの付け替えにより男女兼用が可能な製品もあるのか？ 

Ａ 取り扱っている。ボタンを付け替えることで、男女兼用が可能です。 



 

 

 

 

 

Ｑ スカートやスラックスは、オールシーズン対応なのか？それとも冬用、夏用

で別々になるのか？ 

Ａ オールシーズン対応の製品もある。ただ、冬は風を通しにくい製品、夏は通

気性の良い製品を提案することが多い。近年は特に気候変動の影響もあるた

めか、夏物を着用している期間が長いように感じている。 

【協議結果】 

≪意見≫ 

１ 新制服等の基本方針（案）について 

  ・新制服導入の際に、町からの補助はできないのか？ 

２ 新制服等の業者選考について 

  ・各個人で説明を受けたい業者を挙げ、その業者でプロポーザルを実施してみ

てはどうか？ 

    （菅公学生服株式会社・明石スクールユニフォームカンパニー・瀧本株式会

社・光多制服株式会社の４社の名前が挙がる。） 

３ 通学路の最終決定について 

  ・横断歩道や信号機の設置について、現時点で確実に設置されることが決まっ

ている箇所はあるか。 

  ・通学路の路面表示として緑色のカラー舗装等を行うのか。 

 ≪結論≫ 

 １ 新制服の基本方針（案）について 

   ・町からの補助は想定していない。経済的な負担の軽減を念頭に検討を行う。 

   ・新制服の基本方針については、事務局案を基に各自で検討を行ってもらい、次

回の会議で改めて協議・検討を行う。 

 ２ 新制服等の業者選考について 

   ・４社に軸に選考を行う。 

（菅公学生服、明石スクールユニフォームカンパニー、瀧本、光多制服） 

   ・今後の方向性としては、プロポーザル方式にて選考を行う。 

（選定基準や価格、仕様などの詳細内容については今後検討を行っていく。） 

 ３ 通学路の最終決定について 

   ・宮崎川沿いや月華苑付近の県道については重点的に安全対策を行う。 

   ・ルートについては次回以降の会議において最終決定する。 

その他 
第９回総務部会について 

日時：令和４年１２月８日（木）午後７時～  



 

【別紙報告書１－９】 

新しい中学校づくり準備委員会 第９回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年１２月８日（木） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１４名出席  １名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】  

  １ 新制服の基本方針の決定について 

  ２ 指名型プロポーザルの実施について 

  ３ 校歌の作成について 

  ４ 校章の作成について 

【説明内容】 

  １ 新制服の基本方針の決定について 

    ・前回示した、基本方針（案）の新制服導入における配慮等の内容について、

各個人で検討いただいた内容を出していただき、協議を行い決定したい。 

    ・導入における配慮等については、他の自治体の中学校や高校などの事例等

を参考に作成している。修正や追加等があれば出して欲しい。 

    ・基準等については、プロポーザル実施の際に、詳細な基準等を設ける。 

  ２ 指名型プロポーザルの実施について 

    ①実施要項（案）について 

    ・要項の事務局案を作成し配布。次回の開催時に検討を行いたいので、今回

は、持ち帰っていただき、それぞれで検討を行って欲しい。 

    ②審査基準について 

    ・審査基準の事務局案を配布し、評価項目と採点の配分等について次回検討

を行いたい。持ち帰っていただき、それぞれで検討を行って欲しい。 

    ③新制服選考審査委員会について 

    ・審査委員名簿の事務局案を示し、総務部会員全員と、各小中学校長、教育長

で構成していることを説明。持ち帰っていただき、検討をお願いしたい。 

  ３ 校歌の作成について 

・事務局の案として、荒尾市出身で県立岱志高校の校歌を作成した経歴もあ

る、シンガーソングライターの関島秀樹氏に作詞・作曲ともに依頼する案

を提示。 

４ 校章の作成について 

・事務局の案として、町内在住者であり、デザイン関係の仕事をされている

岩井秀朗 氏に依頼する案を提示。 

 

【協議結果】 

≪意見≫ 

１ 新制服の基本方針の決定について 

  ・長洲町のイメージとしては、どんなものが想定されるか。 

２ 指名型プロポーザルの実施について 



 

 

 

 

 

 

  ・特に意見等なし。 

３ 校歌の作成について 

・関島氏への依頼について賛成。荒尾市の出身だが、隣町の長洲のこともご存

知であり、町の特色や風土なども取り入れたものができると思う。 

・県立岱志高校の校歌作成の実績もある。 

４ 校章の作成について 

  ・岩井氏への依頼は良いと思う。 

  ・岩井氏に過去にデザインで携わっていただいたが、良い作品ができていた。 

  ・町内在住者であるので、是非お願いしたい。 

 ≪結論≫ 

 １ 新制服の基本方針の決定について 

   ・新制服導入に向け、事務局案で決定し、制服の選定を進めていく。 

 ２ 指名型プロポーザルの実施について 

   ・次回の部会で、各個人の案に対する意見を出し、実施要項、審査基準、審査選

考委員等の決定を行う。 

 ３ 校歌の作成について 

   ・総務部会案として、関島氏への依頼を決定。準備委員会に報告する。 

   ・校歌の歌詞については、長洲町の歴史や特色、風土などを取り込んでもらうよ

うにお願いする。また、こちらからフレーズ等の指定ができるよう進める。 

 ４ 校章の作成について 

   ・総務部会案として、岩井氏への依頼を決定。準備委員会に報告する。 

   ・複数の案を作成してもらい、その中から選考できるように進めていく。 

その他 

   ・協議事項にある体操服等については、オリジナルではなく、既製品に校名など

の印刷をするため、総務部会で協議する前に、両中学校の体育の先生にある

程度メーカー等を決めてもらい、それを総務部会に提案する旨を説明。 

   ・中学校にはスクールカラーがあるが、それを何色にするかの検討も必要であ

る。（校旗や体操服などに取り入れるため。）次回以降検討を行う。 

その他 

第１０回総務部会について 

日時：令和４年１２月１９日（月）午後７時～  

協議事項：指名型プロポーザルの実施について 通学路の安全対策について 



 

【別紙報告書１－１０】 

新しい中学校づくり準備委員会 第１０回 総務部会 協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和４年１２月１９日（月） １９時～ 

出 席 者 
委 員：１３名出席  ２名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】  

  １ 指名型プロポーザルの実施について 

    ①実施要項（案）の決定  

 ②審査基準（案）の決定  

③新制服選考審査委員会（案）の決定 

  ２ 通学路の安全対策について 

    ①道路の安全対策  ②防犯対策等 

【説明内容】 

 １ 指名型プロポーザルの実施について 

・前回示した、①指名型プロポーザルの実施要項（案）、②審査基準（案）、③新

制服選考審査委員会（案）について、各個人で検討いただいた内容を出してい

ただき、協議を行い決定したい。 

・プロポーザルの審査実施日を決定したい。可能なら 2 月中旬頃実施したい。

可能な限り多くの委員様が出席できる日程で設定したい。 

２ 通学路の安全対策について 

①道路の安全対策（建設課・農林水産課より説明） 

・建設課より主要 5ルートの県道及び町道の整備予定を路線ごとに説明。 

（拡幅が可能な場所は、道路の拡幅とカラー舗装等を行い、安全対策を講じる。

拡幅ができない場所は、路面に自転車通行帯表示等の対策を行う。） 

   ・農林水産課より、宮崎川右岸農道（月華苑付近）の整備予定について説明。 

   （道路を河川側に拡幅し、アスファルト舗装と転落防止策を設置する。） 

   ②防犯対策等について（総務課より説明） 

・想定している主要 5 ルートを基本とし、防犯対策として、防犯灯６６基と防

犯カメラ４基の追加設置を行う。設置予定位置も含め説明。 

【協議結果】 

≪意見≫ 

１ 指名型プロポーザルの実施について 

・平日の開催は仕事や家庭都合もあり難しい。土日開催の方が良いのでは？ 

  ・全員が参加できる日程にするのは難しいと思う。 

・各学校 2名ずつ委員にいるので、どちらかが参加可能ならいいのではないか。 

  ①指名型プロポーザルの実施要項（案） 

  ・特に意見なし 

  ②審査基準（案） 

  ・特に意見なし 

  ③新制服選考審査委員会（案） 



 

 

 

 

 

 

 

 

  ・特に意見なし 

２ 通学路の安全対策について 

  ①道路等の安全対策 

  ・カラー舗装が始まる位置はどこから施工をおこなうのか。 

  ・町道においては道路幅が一部狭い部分があるが、そこはどうなるのか。 

  ②防犯対策等 

  ・宮崎川右岸部分の街路灯設置については河川側に設置するのか、それとも農

地側に設置するのか。農業者の理解は得られているのか。 

  ・清源寺のセブンイレブン前交差点（特に旧ガソリンスタンド付近）が暗いので

防犯灯などが必要ではないか。 

  ・街灯と防犯灯で明るさが違うと思うが、今回設置するのはどちらか。 

 ≪結論≫ 

 １ 指名型プロポーザルの実施について 

・事務局案である①指名型プロポーザルの実施要項（案）、②審査基準（案）、③

新制服選考審査委員会（案）を承認。これを基に制服取扱業者に依頼を行う。 

・委員会名簿について、出席不可となった委員は除外し、名簿を再作成する。 

   ・プレゼン実施日は、多くの委員が出席できそうな 2月 18日（土）で仮決定。 

 ２ 通学路の安全対策について 

   ・①道路等の安全対策については、今回示した案で対策を実施していく。 

   ・②防犯対策については、防犯灯の設置位置において再検討を必要とする箇所

があるため、現地確認を再度行い、追加や設置位置等の検討を行う。 

その他 

   ・新設長洲中学校の校訓については、「自主」・「創造」・「挑戦」に決定したこと

を報告。 

     

その他 
第１１回総務部会について 

日時：令和５年１月２４日（火）午後７時～  



【別紙報告書１－１１】 

新しい中学校づくり準備委員会  

第１１回 総務部会（第１回 制服選考審査委員会）協議結果報告書 

部 会 名 総務部会 

開催日時 令和５年２月９日（木）１９時～ （１月１８日実施予定でしたが寒波の影響で延期） 

出 席 者 

委 員：１３名出席 ２名欠席  

制服選考審査委員：６名（総務部会員を除く） 

事務局：４名 

協議の概要 

【これまでの経緯について】 

  制服選考審査委員会設置に至るまでの経緯と、新制服作成についての基本方針、

制服製作に向けたパートナー企業の選考プロポーザルについて簡単に説明。 

【審査委員の紹介】 

 制服選考審査委員及び事務局の自己紹介 

【協議事項】  

  １ 指名型プロポーザルの実施について 

    ①指名業者の決定について 

 ②業者からの質問の内容について 

③審査基準及び配点について 

④新制服選考審査委員会について 

⑤企画書について 

⑥プレゼンテーションの開催について 

【説明内容】 

 １ 指名型プロポーザルの実施について 

   ①指名業者の決定については、菅公学生服、瀧本、明石スクールユニフォーム

カンパニー、光多制服の４社を指名し実施する。当日の順番を決定したい。 

    一度評価した後でも、全てのプレゼンを聞いた後に変更することは可能。 

   ②業者からの質問内容については、プロポーザルの実施要領等に関して３点

の質問があったため、事務局にて回答を行った。（別紙参照） 

   ③審査基準及び配点については、２０項目の審査基準に従い、審査項目毎に

４段階で評価を行い、採点してもらう。個人の配点は１５０点満点とし、総

得点の多い事業者を最優秀提案事業者として決定する。（別紙参照） 

   ④新制服選考審査委員会については、プレゼン実施日の出席者の確定を行い

たい。（※採点方法は総得点が多い事業者を選定することから、途中参加・

退出があった場合、総得点に影響があり成立しなくなるため。） 

   ⑤企画書については、各事業者から提出のあった企画書を配布。プレゼンは

企画書に沿って行われるため、事前に内容の確認をお願いしたい。プレゼ

ンは、制服試作品等を持参される場合もある。 

   ⑥プレゼンテーションの開催については、当日のタイムスケジュールや審査

方法等を簡単に説明。４社のプレゼンが終了した段階で委員が評価を行う。

その後、事務局にて集計を行い、事業者の決定をする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議結果】 

≪意見≫ 

 １ 指名型プロポーザルの実施について 

   ①プレゼンの順番については、最初にプレゼンを行う企業が基準になると思う。

事前説明会時にもう一度説明を聞きたいと思う業者の集計を行った際に、少

なかった順番でいいのではないか。 

   ②、③、④ついては特に意見等なし。 

  ⑤企画書の内容について、参考価格の表示がある業者とない業者があるがどう

判断したらいいのか。 

  ⑥ついては特に意見等なし。 

 ≪結論≫ 

 １ 指名型プロポーザルの実施について 

   ①プレゼンの順番は、事前説明会の集計結果により、光多、明石、菅公、瀧本の

順番でプレゼンを実施することに決定。 

   ③評価方法については事務局案を採用する。 

   ④会議終了後に最終的な出席者を確認することとした。 

⑤制服の参考価格については、企画書に記載がない業者はプレゼンの中で、紹

介があるものと思われる。ただし、参考価格の表記がある業者もあくまで上

限価格の参考であり、制服販売店で販売価格を設定するため多少の変動があ

るものと思われる。 

⑥タイムスケジュールについては、事務局案のままで実施することに決定。各

社２０分間のプレゼンと１０分間の質疑の時間を設定する。 プレゼン後に

評価を行い、採点後、取扱業者を決定する。 

その他  次回の開催について 



【別紙報告書２-１】 

新しい中学校づくり準備委員会 第１回 学校部会 協議結果報告書 

部 会 名 学校部会 

開催日時 令和４年７月２５日（月） １８時３０分～ 

出 席 者 
委 員：１０名出席 

事務局： ５名 

協議の概要 

■事務局紹介及び部会員自己紹介 

■これまでの経過状況報告 

・長洲町立中学校統合整備計画の策定について 

 ・新しい中学校づくり準備委員会の設立について 

 ・統合までのスケジュール（案）について 

【協議事項】 

 １ 学校部会の協議事項の確認及び協議     

【説明内容】 

 １ 学校部会の協議事項の確認及び協議 

〇協議内容及び協議の流れについて事務局の説明 

・教育課程や教育内容の策定等について、それぞれの中学校で、現在の学校経

営構想や学校経営方針を基に学校案を作成し、この部会で協議検討を行い、

新設中学校の経営方針等を決定していくことになると思われる。 

   ・交流事業については、部会で様々な目線から検討し、行っていきたい。 

   ・学校行事については、調整を行い、同じ日程や内容にしていくこととなる。 

   ・生徒会については、それぞれ違いがあるので、統合に向け協議し、各学校で詰

めていく必要がある。早い段階で、生徒会の交流等も行いたい。 

   ・まずは、交流事業や学校行事を様々な目線からの検討を行っていきたい。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

   ・交流事業は中学校だけでなく、４小学校の交流事業も含めて考えていくのか。 

・他の地域で参考となる交流事業の事例はないか。 

   ・最初から全体の交流を行うよりも、生徒会同士などから始めてはどうか。 

   ・学校側では、年間スケジュールのすり合わせを最初に行う必要を感じている。 

   ・大人が勝手に決めるのではなく子供の意見も反映させるために、子どもたち

との話し合いの場も必要だと思う。 

   ・現時点で、交流が実現できそうな行事は何かあるか。 

 ≪結論≫ 

   ・学校側で令和５年度の学校行事予定表（案）の作成し、次回提示する。 

   ・中学校だけでなく、小学校同士の交流事業の検討も行う。 

   ・子どもたちの意見を反映させるためにも生徒会に協力してもらい、子どもた

ちの意見集約や、イベント提案等をもらえるよう今後調整していく。 

その他 
第２回学校部会の開催について 

日時：令和４年８月２４日（水）１８時３０分～ 



 

【別紙報告書２-２】 

新しい中学校づくり準備委員会 第２回 学校部会 協議結果報告書 

 

部 会 名 学校部会 

開催日時 令和４年８月２４日（水） １８時３０分～ 

出 席 者 

（敬称略） 

委 員：９名出席 １名欠席 

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 令和５年度の学校行事、生徒会等の検討について 

【説明内容】（事務局・教職員からの説明） 

 １ 令和５年度の学校行事、生徒会等の検討について 

〇学校行事について 

・令和５年度の行事予定（案）については、現時点では未確定な事項が多い。 

・大きな行事については、必ず同じ日程に調整していく予定である。合同部活

動の兼ね合いもあるため、テスト期間等も揃えていく予定である。 

 （体育祭や文化祭だけでなく集団宿泊や、職場体験、駅伝大会なども日程調整

を検討。合同が可能なら合同で実施。修学旅行の合同の実施は困難。） 

・学校行事の内容に差があるのですり合わせが必要。（例 家庭訪問の有無） 

〇生徒会関係について 

 ・組織体系の差をすり合わせが必要（役員・委員会数の差など） 

 ・生徒会役員の選出方法はくくり募集で５年度から両中学校実施予定。 

  （くくり募集は役職を決めずに選挙を行い、当選者の中で役職を決める形式。） 

 ・委員会の数は腹栄中が１つ多いので、統合後も腹栄中の委員会数を採用予定。 

 ・一人一役の実施。（委員会や係に全員が何かしらの組織に属するように） 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

   ・令和５年度の行事予定は未確定な部分はまだまだ多いが、両中学校の行事日

程などをできる限りすり合わせていく必要があると思う。令和６年度に統合

していきなり行事予定を組み替えて合わせていくのは難しいと思われる。 

   ・学校で行事日程を決めてもらい、そこから先どうするかの内容の検討を一緒

に行っていきたい。 

・生徒会や委員会については、学校部会が良い悪いを言うのではなく、学校の

現場の先生と子どもたちで決定してもらっていいと思う。 

   ・一人一役の実施はいい考えだと思う。子どもたちに役割を与え責任感や主体

性を持ってもらい、勉強と違う経験をしてもらうべきだと思う。 

 ≪結論≫ 

   ・学校で年間行事等を精査しつつ、交流事業が行える日程を検討していく。 

その他 
次回学校部会の開催について 

※中学校同士の公務分掌会議及び教科部会の実施 



 

【別紙報告書２－３】 

新しい中学校づくり準備委員会 第３回 学校部会 協議結果報告書 

部 会 名 学校部会 

開催日時 令和５年３月１４日（火）１８時３０分～  

出 席 者 
委 員：９名出席 １名欠席  

事務局：４名 

協議の概要 

【協議事項】  

  １ 現在の進捗状況について    

  ２ 今後のスケジュールについて 

【説明内容】 

  １ 現在の進捗状況について（学校側から説明） 

   ・両校の各公務分掌の担当間で、公務分掌会を開催し、学校行事、生徒指導、

生徒会、委員会活動等のすり合わせを行い、見直しを実施した。 

・行事等は、令和５年度から合同または同日で実施していくが、現時点で日

程の都合がつかず合わせることができない行事等がある。 

   ・統合時の２年生（令和５年４月に入学する生徒）は、学内スリッパや、名札

等の物品は両校で統一したものを購入してもらう。 

 ・令和５年３月２９日（水）に両校の生徒会を中心とした交流会を開催。 

（新２、３年生の希望者のみ） 

 ２ 今後のスケジュールについて（事務局より説明） 

   ・公務分掌ごとに、学校側で検討を行い、学校部会に報告をする。案として報

告された内容を基に、学校部会で協議を行っていく。 

   ・新設中学校の校則は総務部会の協議項目であったが、学校部会で検討すべ

きとなったため、学校部会で検討を行っていく。 

【協議結果】 

≪意見≫ 

  １ 現在の進捗状況について 

    ・検討項目が多々あるので大変かと思うがお願いしたい。 

・令和６年度の修学旅行の行き先については、どう決定するのか。 

    ・令和５年度末の引っ越し作業や長洲中学校の不要物などはどうなるのか。 

  ２ 今後のスケジュールについて 

    ・事務局と学校でもっと連絡を取り合い、スケジュール調整を明確にすべき

でないか。 

 ≪結論≫ 

  １ 現在の進捗状況について 

    ・検討を要する項目が多々あるため、今後も引き続き両中学校で連携を図り

検討を重ねていく。 

    ・修学旅行のスケジュールについては、１年生の時に親子アンケートを実施

して行き先を決定している。令和６年度の行き先は、令和５年度に両校で

アンケートを実施し、決定することになる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・引っ越し作業は、必ず必要となる生徒の机椅子、教職員の机のみ引っ越し業

者に委託する。それ以外は必要となるもののみ運搬する。日程については

令和６年３月２７日～２８日を学校側で予定していたが、事務局より引っ

越し業者の兼ね合いで、２６日、２７日の２日間での実施予定に修正。 

    ・令和６年３月末は引っ越し作業を行う必要があるため、終了式を例年より

早い日程で行い、在校生と共に引っ越しの事前準備等を行いたい。 

  ２ 今後のスケジュールについて 

    ・人事異動に伴う新体制への円滑な移行を進めていく。 

    ・令和５年度も引き続き、両校での公務分掌会や教科部会等を開催し、協議検

討を進めていく。 

その他 次回の開催時期は、両中学校の協議の進捗状況次第で開催を行う。 



 

【別紙報告書３－１】 

新しい中学校づくり準備委員会 第１回 ＰＴＡ部会 協議結果報告書 

 

 

 

部 会 名 ＰＴＡ部会 

開催日時 令和４年７月２７日（水） １９時～ 

出 席 者 
委 員：７名出席  １名欠席 

事務局：３名 

協議の概要 

■事務局紹介及び部会員自己紹介 

■これまでの経過状況報告 

・長洲町立中学校統合整備計画の策定について 

 ・新しい中学校づくり準備委員会の設立について 

 ・統合までのスケジュール（案）について 

【協議事項】 

１ 新設中学校設立に伴うＰＴＡの組織再編等について 

【説明内容】（事務局説明） 

１ 新設中学校設立に伴うＰＴＡの組織再編等について 

   ・保護者と教職員双方の負担を減らしつつ、子どもたちにとってもより良いＰ

ＴＡ組織となるよう進めたい。 

   ・事務局としては時間を要するＰＴＡ会則（案）の作成から着手したい。 

・今回は両中学校ＰＴＡ会則等を持ち帰り、検討して欲しい。第２回目の部会

開催時に意見を集約し、第３回目の開催時に、たたき台として事務局案等を

示したいと考えている。 

【協議結果】 

 ≪意見≫ 

   ・現中学校ＰＴＡの役員等とも情報を共有し、検討したい。 

・会則（案）を検討するにあたり、先にたたき台を示し、両中学校ＰＴＡ会則と

比較を行った方が、効率が良いのではないか。 

   ・ＰＴＡの在り方について、今回が見直しを行う良い機会だと思われるので、必

要な部分、不要な部分の見直しを行うと良いのではないか。  

 ≪結論≫  

   ・両中学校のＰＴＡ会則等を比較し、各個人またはＰＴＡ役員等と共有を行い、

意見をまとめ、次回の会議にて意見を求める。 

【その他】 

   意見交換時に、ＰＴＡ廃止についての検討はどうしていくかとの意見があった。 

   事務局としては、要望があれば廃止の想定も行う必要があると説明を行った。 

その他 
第２回ＰＴＡ部会の開催について 

日時：令和４年８月２２日（月） １９時～ 



 

別紙報告書３－２】 

新しい中学校づくり準備委員会 第２回 ＰＴＡ部会 協議結果報告書 

 

 

部 会 名 ＰＴＡ部会 

開催日時 令和４年８月２２日（月） １９時～ 

出 席 者 
委 員：７名出席 １名欠席 

事務局：３名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ ＰＴＡ部会のスケジュール等について  

   

 ２ 新設中学校ＰＴＡ会則等の検討について 

（協議内容） 

両中学校のＰＴＡ会則を持ち帰り比較・検討した内容を基に、新設中学校Ｐ

ＴＡ会則（案）の作成に向けて協議を行う。 

【説明内容】 

１ ＰＴＡ部会のスケジュール等について 

   ・ＰＴＡ部会のスケジュールについては、当初のスケジュールからの変更点に 

ついて説明（スケジュールの見直し、協議項目の細分化、両中学校ＰＴＡス

ケジュールとの調整 等） 

   ・ＰＴＡ部会の役割について、前回の説明内容の訂正箇所を説明 

    （新しい中学校づくり準備委員会組織図の説明内容の訂正） 

２ 新設中学校ＰＴＡ会則等の検討について 

   ＰＴＡ組織の在り方についての検討するため、他の自治体の事例の紹介など

を行った。事務局としては、世間的にＰＴＡ廃止論が出ているため、存続の方

向、廃止の方向どちらの可能性も残しつつ協議を進めたいと説明。 

【協議結果】 

≪意見≫ 

・統合までに残されている時間が少ないので、存続・廃止両方ではなくＰＴＡ

部会で検討していく内容の方向性を明確にした方が良いのではないか。 

・廃止したとても、保護者会等が必要になるのであれば、統合のタイミングで

はなく、廃止すべきという意見が多くなった時でもいいと思う。 

   ・両中学校のＰＴＡを見直し、必要な部分のみ残すという方法でも良いと思う。 

   ⇒ＰＴＡ存続の方向か廃止の方向かで多数決を取り、存続の意見多数となる。 

≪結論≫ 

ＰＴＡ部会では、ＰＴＡ組織を存続させる方向で協議することを決定。 

    次回の会議前に、両中学校のＰＴＡ会則等を参考に、事務局案として、新設中

学校ＰＴＡ会則（案）を示し、次回の会議で、会則（案）の作成に移る。 

その他 
第３回ＰＴＡ部会の開催について 

日時：令和４年１０月２４日（月） 



 

【別紙報告書３－３】 

新しい中学校づくり準備委員会 第３回 ＰＴＡ部会 協議結果報告書 

 

部 会 名 ＰＴＡ部会 

開催日時 令和４年１０月２４日（月） １９時～ 

出 席 者 
委 員：８名出席  

事務局：３名 

協議の概要 

【協議事項】 

 １ 新設中学校ＰＴＡ会則等の検討について 

（協議内容） 

    第２回の開催時にいただいた意見を基に、新設中学校ＰＴＡ会則（事務局

案）を作成し、事前に配布。その事務局案をたたき台とし、ＰＴＡ会則の検

討を行う。 

【説明内容】 

１ 新設中学校ＰＴＡ会則等の検討について 

    ＰＴＡ会則（事務局案）を基に、１条ずつ順番に事務局から解説・説明を行

いつつ、条文、役員、委員会、ＰＴＡ会費などについて検討を行いました。 

【協議結果】 

≪意見≫ 

・全国的にＰＴＡの強制加入の問題があるので、会則に「任意加入であるとい

う」文言を設けるべきだと思う。入学時に同意書を求めるとした場合、加入者

が大幅減少する恐れがあるので、そういった状況も想定すべきかと思う。 

・加入者のみの会費となれば、慶弔、表彰などの対象も加入者のみとするのか。 

・ＰＴＡ会費を保護者活動費などの名称に変更し、加入しない保護者から集め

ることはできないか。（子どもたちのための活動なので、一部の人だけが会費

負担し、活動するのもおかしいと思う。ＰＴＡ活動や役員にもならなくてい

いから、お金だけでも負担してもらってもいいのではないか。） 

・ＰＴＡ会費ではなく、学校活動費などの名称に変更した場合、お金の徴収や

管理はどうなるのか。もし学校が集め、管理することとなった場合、学校の予

算となるので、使いたいときに使えなくなるのではないか。 

・名目を変更するだけで、強制的にお金を徴収することがそもそも可能なのか。 

・各種委員会の必要性も再度考慮する必要があるのではないか。 

・会費の名称を変更し、学校活動費となるのであれば、学校のお金となるので、

監査委員会は必要ないのではないか。 

≪結論≫ 

・会費の問題、会費が関係している条文や役員等については、今後も引き続き

検討を行うこと、役員や委員会の組織図等についても次回以降検討を行うこ

ととしました。 

その他 
第４回ＰＴＡ部会の開催について 

日時：令和４年１２月（開催日未定） 


